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看護において健康とは ｢われわれが持てる力を最大に

活かしている状態｣ を指し１), 看護の対象を身体・精神・

社会的側面から全人的に捉えて健康を支援している. 近

年, 社会的側面の健康への影響に注目が増し, 教育・経

済・流通・居住地等 ｢健康の社会決定要因｣ が追究され

続けている２). 鹿児島県は離島・僻地を抱え, 地理的条

件等から, 経済・教育・流通等の健康の社会決定要因が

整わず, 都市部と比較して住民の健康に多大な格差が生

じている. 中でも, 奄美群島は子供の貧困が報道され,

看護職者として看過できない課題である.

鹿児島大学看護学専攻では, 看護の問題をグローバル

な視点でとらえ幅広く人々の健康に貢献できる人材, 及

び, 離島・へき地の地域特性を活かした看護を実践でき

る人材の育成を目標としている. この目標に向け, ３年

次の ｢家族看護論｣ では, 世界・日本・鹿児島における

子供の貧困問題等, 家族の多様な問題について学んでい

る. また, 鹿児島大学保健学研究科では, 離島・へき地

や地域の保健医療活動の充実, 向上に貢献できる人材,

及び, 国際保健医療活動を推進できる人材育成を目標と

している. 目標に向け, ｢基礎看護・地域看護学特別研

究｣ の授業では, 流通・教育等の ｢健康の社会決定要因｣

が, 健康に多大な影響を及ぼしていることについて文献

レビューを行い, 討論を交えて学んでいる.

また, ハーバード公衆衛生大学院では, 健康の社会格

差を解消すべく, 国際的に研究に取り組み, 各国の対策

に還元している. 中でもイチロー・カワチ教授は, 毎年

日本を訪れ, 日本の国内の健康格差について研究活動に

貢献しており, 日本からも多数の留学生がハーバード公

衆衛生大学院を修了している. 本学の学部生, 並びに大

学院生が, ハーバード公衆衛生大学院を視察し, 教員や

学生と交流することで, 看護学・保健学研究に関する造

詣を深めることができると考えた. また, ハーバード公

衆衛生大学院の近隣施設として, ボストン小児病院, ボ

ストンカレッジ等があり, ナースプラクティショナーに

よる先駆的な看護が実践・教授されている. さらに, ト

リニティ教会をはじめ, 民間施設における健康格差解消
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要旨 近年重大な課題となっている健康格差解消に向け, 先駆的な実践・研究について造詣を深めるために,

看護学専攻の家族看護論履修生 (学部３年生) ６名と保健学研究科の基礎看護・地域看護学特別研究履修生１

名がボストンへ臨地研修に赴いた. 平成28年 7月～ 8月に週１回, 英語で事前学習を行った後, 9月 3日 (土)

から10日 (土) まで臨地研修に出向いた. 視察施設は, トリニティ教会, ボストン小児病院, ボストンカレッ

ジ, ハーバード大学, ハーバード公衆衛生大学院であり, フィールドワークによる人々の生活の視察も行った.

各施設では, 健康格差是正に向けた民間レベルでの草の根的な活動, 看護職としての自立した活動と教育プロ

グラム, 世界レベルの研究的な取り組みを学んだ. フィールドワークでは, 今なお残る人種差別を垣間見た.

研修を踏まえ, 学部生は健康格差への看護職の自律した活動の重要さを学び, 大学院生は自己の実践を振り返

り研究的に取り組む重要性を再確認した.�����： 海外研修, 健康格差, ナースプラクティショナー
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１)鹿児島大学保健学科看護学専攻地域看護・看護情報学講座
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に向けた取り組みも数多く実践されていることから, ハー

バード公衆衛生大学院をはじめ, ボストン諸施設を視察

することは, 本学の教育目標達成に向けて有意義と思わ

れ, 本研修を企画した.������
本研修は, 学部学生と大学院生が同行するため, 学部・

大学院それぞれの目標, 及び, 学部学生と大学院生が同

行することへの目標を, 下記のように設定した.

１) 家族看護論履修生

鹿児島大学看護学専攻３年生が, 本研修を通じ, 人種・

経済状況・資源の偏在等を含め, 全人的に看護の対象を

理解すると共に, 幅広く家族を捉える視点を学ぶ. もっ

て, 家族看護の実践や研究に関する造詣を深める. また,

鹿児島と米国の状況を突合し, 共通する課題と, 鹿児島

に特徴的な課題を検討し, 世界を見据えて家族看護のあ

り方について考察し, 自己の看護観を発展させる. さら

には, 将来の進学や共同研究の準備を整える.

２) 基礎看護・地域看護学特別研究履修生

鹿児島大学大学院保健学研究科の大学院生が, 研修を

通じ, 健康の社会決定要因に関する造詣を深める. もっ

て, 鹿児島県・日本・世界の健康格差解消の一翼を担う

自覚を持って, 全人的な看護の実践・追究に貢献する一

助とする.

３) 家族看護論履修生, 及び基礎看護・地域看護学特別

研究履修生

学部３年生と, 臨床での勤務経験を有する研究科大学

院生が共に研修に臨むことにより, 学部生は理論と実践

を結び付ける一助となる. また, ｢学ぶ教師と教える生

徒｣ に例えられるように, 大学院生にとっては, 学部生

の新鮮な感性に触れることで, 看護の原点に立ち返る契

機となると思われる. 両者が共に研修に参加することで,

互いに学びを深め合う増幅効果を目指す.������������
平成28年 6 月中旬に参加者を決定した. 家族看護論は

学部３年生 6名, 基礎看護・地域看護学特別研究履修生

１名をレポートにより選抜した. ７月～８月に週１回,

事前学習を行った. 内容は, 視察先のトリニティ教会,

ボストン小児病院, ハーバード大学, ハーバード公衆衛

生大学院等について, 各自が調べた内容を英語で発表し,

質疑応答する形式で学習を進めた.��������
平成28年 9 月 3 日 (土) から10日 (土) まで, 米国ボ

ストンにて下記の臨地研修を行った.

１) 臨地での事前・事後学習

ボストン到着後, 毎朝に視察先の事前学習内容を復習

し, また視察目的を確認した. 視察後には毎日, 英語で

の説明内容の理解を補う意味からも視察内容を確認し,

さらに視察内容に関する各自の学び・意見を共有した.

２) 臨地見学・研修内容

(1) トリニティ教会

トリニティ教会は1733年に設立され, 地域社会への奉

仕, パストラルケア (患者とその家族の心のケア) 等を

行っている. 健康面では, ��������������(保健委員会)
を有し, �����������(教会所属の看護師) が教会員の
多様な健康問題を支援している. 教会としての地域社会

奉仕では, ��������������������(社会正義) として,
経済的困窮者のために, ������������������������������������等の食事の提供をしたり, �������������の
ようなシェルターを提供している. また, 隔年で, 教会

のボランティアがホンジュラスのリンコンへの医療・人

道派遣団を送っている.

本研修では, ����������������������(毎週日曜日
の夕方に教会前の広場で, 経済的困窮者のために, サン

ドウィッチを提供) に参加を希望していたが, ����������にあたり, 活動自体は休止していたため, 活動全体
の説明を受けた. 特筆すべきは, ������������と呼ばれ
る������������医師 (������������������������������������� 代表) 等が, 経済的困窮者に必要な医療を提

供していることである. 筆者は千葉県と鹿児島市でホー

ムレス支援に携わったが, これほど専心した医師には出

会わなかった. ボストンと日本で, ホームレス支援に対

する医師の姿勢が異なる理由は, 制度の相違が大きいと

思われるが, 社会正義に対する使命感も関与しているよ

うに感じた. 参考までに鹿児島市のホームレス支援を図

１に示す. 鹿児島市では毎日何らかの支援活動が行われ

ている他, 希望者は迅速に住居を提供し生活保護を開始

できる. 千葉県に比較し, 支援が整っているためか, ホー

ムレスの方々が穏やかで優しいと感じる３).
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(2) ボストン小児病院

ボストン小児病院は1869年に設立され, 入院者数

15�748, 手術件数入院6�795, 外来手術19�747, 救急外来
受診者数58�782で, ����������������������を連続して受
賞している. 外来を入った目の前の壁一面がスクリーン

になっており, 世界各国の子供たちが描かれていた. 階

段が�������������になっており, 階段を昇降するたび
に楽しい音楽を奏でた. また, 配膳ロボットがおり各病

室に食事を届ける. 院内��局やレクリエーションも充
実しており, 治療の提供のみならず, 子供の心身の発達

に配慮がなされていた.

施設見学ののち, 教育担当の�������������に, ボ
ストン小児病院におけるナースプラクティショナーにつ

いて説明を受けた. ナースプラクティショナーの資格を

取得するためには, 一定の看護師経験を積んだ後, 大学

院等で所定の単位を取得することが求められ, ウィメン

ズヘルス (女性の健康), 小児, 高齢者, 精神, 急性期

の５つの領域のほか, 救急, 家族, 新生児などの領域が

ある. ボストン小児病院では, 受講のための奨学金も支

給される. 具体的な活動を説明してくれた３名は, ボス

トンカレッジ大学院で修士を終了・在籍中である. 近年

は, 子供の精神看護領域のナースプラクティショナーの

必要性が高まり, 自殺や摂食障害等, 複雑な健康問題に

対する看護を提供している.

(3) ボストンカレッジ看護学部

ボストンカレッジは1863年に創立されたボストン市内

で最も古い大学で, 現在は郊外のチェストナット・ヒル

地区にある. ビジネス学部, 看護学部, 教育学部など,

４つの大学学部, ７つの大学院研究科がある. 図書館18

棟, 学習資料センター, 美術ギャラリー, プラネタリウ

ム, ラジオ局, ��局, フットボールスタジアム, アイ
スホッケーアリーナ等の施設がある.

校内視察後, 看護学生の技術演習を見学した. 個室を

想定した演習用ベッド10台程度があり, 各ベッドにおい

て学生が二人一組でフィジカルアセスメントを行い, 教

員が巡回指導していた. 学生個別の技術確認はシナリオ

に沿って看護を展開する����を行っており, 見学の
最中も, 学生が技術確認後, 教員と個別面接を行ってい

た.

大学院のナースプラクティショナーのコースは, 成人・

高齢者, 家族看護, 麻酔, 小児, 精神, 母子保健があり

45単位を修める必要がある. 米国内各地から入学生が来

ており, また日本人留学生もいる.

授業見学後, ナースプラクティショナーに関する説明

を�����助教と学部長から受ける. この際, 看護理論家
のシスター・カリスタ・ロイ教授が同席され, 筆者をは

じめ引率教員も学生も感極まった. ロイ教授は終始穏や

かで謙虚であり, 尊大な態度は微塵も見せず, 看護職の

あるべき姿を学生に示してくださった.

本学の学生から, ナースプラクティショナーが開業で

きたり, 医療施設内でも医師の指示なしに独自に判断し

て医療行為を提供できることについて, ｢医師との違い

は何か｣ と質問があった. �����助教の回答は ｢生活に

密着した処方ができる｣ であり, ロイ教授は ｢医師と同
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じことをしても看護の目的で行う. また, 医師に私たち

看護職ができることを示すことで, 医師にはもっと高度

な医療に専念してもらうことができる｣ という回答で,

究極のところ看護職の看護観が問われるということだっ

た.

(4) ハーバード公衆衛生大学院

①��������地区視察
ハーバード公衆衛生大学院博士研究員 (ポストドクター)

の案内により, ハーバード医療施設が林立する��������を視察した. 医学部・歯学部を取り囲むよう
に, 国内屈指の病院としてブリガムアンドウィメンズ病

院, ボストン小児病院, ベスイスラエル・ディーコネス・

メディカルセンター等がある. 通常にハーバード医学系

大学院に留学すると, 所属先は病院になり, 研究室がそ

れぞれ病院にある.

糖尿病センターも独立してあり, 米国における糖尿病

の深刻さがうかがえた. 欧米は寄付の習慣が根付いてお

り, ��������でも現地の���������球団が多大な寄付
をしている. 地区の図書館には国際誌����������������������の編集部があり, 本研修で面談させていただ
いたイチロー・カワチ教授が編集委員長を務めている.

医学部周辺には芝生に覆われた前庭や広場があり, 入学・

卒業式等の式典が行われる. 前庭の地下には巨大な地下

駐車場があり, ゆったりとした景観を醸し出すのみなら

ず, 機能面も強化されている.

ハーバード公衆衛生大学院は, 1946年に創設された.

2015年に, ��������氏から多額の寄付を受け, 名称を
｢�����������������������������������｣ と変更した
ということで, ハーバードの卓越した経営戦略が伺えた.

②イチロー・カワチ教授との面談

イチロー・カワチ教授の研究室で, 健康格差・健康の

社会決定要因・ソーシャルキャピタル等の説明を受けた.

研究室は木調で明るく, ワインが飾ってあった. 世界的

に著名な研究者であるにもかかわらず, ｢ケーキ食べま

せんか｣ と, 笑顔で気さくに語りかけて下さり, 世界各

国から入学生が絶えないのも頷けた. イチロー・カワチ

教授は, ニュージーランドで内科医として勤務されてい

た当時, 状態が悪化してから受診する患者を多数診療し,

早期に遡って人々を救うことはできないかと思いあぐね

た. そんな折, ニュージーランドの喫煙に関する記事を

読み, 年間のたばこ関連の死が交通事故の死と同数であ

ることを算出し, ニュージーランド政府に禁煙強化の必

要性を訴えられた. 以来, リサ・バークマンらと社会疫

学研究に取り組み, 健康格差の解消・�������������等を
追究されている. 特に日本の平均寿命の長さを, �������������の観点から解明に取り組んでおられる.

③社会疫学研究 授業見学

イチロー・カワチ教授の社会疫学研究の授業を見学さ

せていただいた. 大学院生100名程度が出席する広々と

した教室で, 授業を受けさせていただいた. 交絡因子に

関する統計学的な内容だったが, タイタニックの海難事

故に結びつけた説明で, 本学の学部 3年生にもわかりや

すい説明だった. 授業全体が, 受講生との活発な討論に

より進められ, 日本に多い ｢受講生は聞き役｣ の孔子ス

タイルとは異なり, 対話型授業で我々は引き込まれていっ

た.

休憩時間には, 世界各国からの受講生が積極的に本学

の３年生に話しかけてくれ, これもまた日本の学生との
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違いを感じた. 英語での会話もあったが, 中には ｢夫が

日本人なの｣ と流ちょうな日本語で語りかける受講生も

いた. 数名の日本人留学生からも話しかけていただき,

千葉大学大学院, 京都大学大学院等からの留学というこ

とで, 大変刺激になったようである.

④日本人留学生との交流

日本各地から, 看護・医学・歯学・教育学等, 多様な

学問分野から,������������������������������������������������やハーバード公衆衛生大学院に留学して
いる方々と交流させていただいた. 研究テーマや家族形

態も多様ではあるが, 医学や公衆衛生を追究する情熱に

本学学生・大学院生は感銘を受けていた.

交流の中では, 本学３年生に ｢ジャンクフードを避け

る食文化を育成するのと, ジャンクフードを規制する政

策と, とどちらが効果的か｣ という疑問を投げかけて,

思考を促して下さった. また, ��������周辺を案内し
て下さったり, 夕食をご一緒させていただいたり, 大変

親切にしていただいた. イチロー・カワチ教授が大変な

努力家であること, 家族を大切になさっていること, 愛

飲家としての一面等, 素顔も教えていただいた.

(5) ハーバードケンブリッジキャンパス

ハーバード大学は, イギリス植民地時代の1636年に設

置された米国の歴史より古い大学である. 正門ジョンス

トンゲート正面のユニバーシティーホールの前には, ジョ

ン・ハーバードとされる像がある. 数多くの著名人が卒

業している. 女子学生はラドクリフ・カレッジ (ハーバー

ド大学と提携した女子大学) に在籍していたが, 1999年

に完全に吸収されラドクリフ研究所となった.

(6) フィールドワーク

ボストンには, 多数の総合・単科大学があり, 高等教

育の中心地であるとともに, 医療の中心地でもある. そ

の他, ボストン美術館や高級な商店が林立し, 経済的・

文化的中心地である. 市内随所に広々とした公園があり,

家族や友人が連れ立ってくつろいでいた. その一方で,

｢���������������｣ と書かれた看板が散見し, 根強い
人種差別もうかがえた.������
臨地研修終了後に, 各自で報告書をまとめた後, 学内

報告会に向けて準備を整える中で６名全員で経験を振り

返り, 学びを共有した.�����������
家族看護論履修生：ハーバード公衆衛生大学院への視

察により, 離島・僻地の経済格差等への関心を含め, 看

護の対象の社会的側面への理解も促されたようである.

学生は ｢ソーシャルキャピタルの醸成が健康格差是正の

一助となり, トリニティ教会のような地域の中核となる

存在が重要である｣ と, 視察した施設相互を関連付けて

考察を深めていた. ヘンダーソンは ｢病院は患者が生活

から切り離されている｣ と嘆き, 訪問看護婦を選んだ4).

病院においても, 患者を社会的側面から捉え, ケアを提

供する原則を今後も持ち続けてくれることと思う. また,

自律した看護職としてナースプラクティショナーショナー

への関心が高まった. 学生は ｢身体・精神・社会・スピ

リチュアルな側面から対象を支援する看護の役割を再確

認した｣ と, 看護の幅広さを捉えていた. 一部学生の大

学院進学への関心も高まった.

基礎看護・地域看護学特別研究履修生：ナースプラク

ティショナーショナーの役割を学び, 日米を比較し, 看

護職の地位や自身への誇りの点において日本も見習うべ

きことを学んでいた. ハーバード公衆衛生大学院での学

びと併せて, 自己の研究課題である ｢退院後を見据えた

看護｣ に多大に示唆を得たようで, 地域づくりが鍵であ

ることを述べていた.

家族看護論履修生と基礎看護・地域看護学特別研究履

修生が同行することで, 学部生は大学院生の実践経験を

学ぶ機会となり, 大学院生は学部生への指導力を高めた

ようである.������
１) 事前学習

視察先を想定して英語で事前学習したことは, 英語の

理解も含めて効果的だった. 経済的弱者への支援につい

て想像しにくい面もあったようなので, 鹿児島のホーム

レス支援等を見学する等の事前学習も必要だったと思わ

れる. また, 人々の暮らしを効果的に把握するために�����������������������等のフィールドワークの視点
を事前に整理してから研修に臨むことも必要だった.

２) 臨地研修

言葉の壁に対する懸念があったが, 学部学生も堂々と

イチロー・カワチ教授やシスター・カリスタ・ロイ教授

に質問・コメントしていた. フィールドワークでは, 電車

等の移動中の人々の様子も観察できていたが, ボストン

という洗練された街への感動の方が強かったようである.

３) 事後学習

研修終了直後から学部生は実習に入ったため, 十分な

振り返りの時間はとりにくかった. 今後は研修時期を検

討し, 研修の事後学習の時間を確保していきたい.�������
研修内容を充実していくと共に, 学生と教員の研修資

金が安定して確保できるシステムを整えていく必要がある.

―��―



����
研修を受け入れてくださった諸施設の先生方, 資金援

助をいただきました鹿児島大学学長先生はじめ御担当の

先生・事務の方々, 留守をお預かりくださった専攻と講

座の先生方に感謝をささげます.

本研修は, 鹿児島大学学生海外研修支援事業の助成を

受けて行った.����
１) ナイチンゲール：薄井担子ほか訳�病人の看護と健

康を守る看護�現代社�1974
２) 近藤尚己 �健康格差対策の進め方 �効果をもたら

す５つの視点. 医学書院, 東京, 2016

３) ���法人かごしまホームレス生活を支え合う会,����������5�����������������������������������������������������, 2016�12�16
４) ヴァージニア・ヘンダーソン �ヴァージニア・ヘ
ンダーソン選集 看護に優れるとは (エドワード ��
ハロラン編, 小玉香津子訳), 医学書院, 東京,

2007
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